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１．はじめに 
 
 北海道は都市が広域に分散する地域で，夏期には長時

間のドライブを強いられる観光客に対して，また冬期に

は気象変化の激しい峠区間等を通行する利用者に対して

適切な道路情報提供が求められている． 
 本論文では，ホームページ「北の道ナビ」上で行った

インターネット・アンケート調査の結果などから，北海

道における道路情報ニーズについて考察する． 
 
２．北の道ナビについて 
 
（１）インターネット利用者の増加 
 総務省「平成14年通信利用動向調査1)」の結果による

と平成14年末におけるインターネット利用者数は全国で

6,942万人に上り，人口普及率54.5％に達して初めて50％
を突破した．また，世帯普及率は81.4％に上り，社会の

情報インフラとしての位置づけがより一層明確になりつ

つある． 
 北海道は，過疎地を多く抱えることから，全国に比べ

るとインターネットの普及がやや遅れているが，普及率

の増加は全国の平均と似た傾向にある． 
 
（２）北の道ナビの開設と運用の経緯 
 「北の道ナビ」は，北海道内の道路情報を総合案内す

るホームページである．北海道内の主要な道路管理者で

ある北海道開発局，北海道，札幌市，日本道路公団北海

道支社などの監修のもと，北海道開発土木研究所が運営

を行っており，1999年7月に開設して以来3年11ヶ月で約

80万件のアクセスを得ている．最近では，１日当たりの

アクセス数が1,500件以上にまでなっている(図１，付図

Ａ参照)． 
 また，距離と時間検索は北の道ナビの一機能として，

平成14年1月26日から提供しているもので，北海道内の 
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主要都市間の距離と時間を出発地・目的地を選択して提

供するものである．当初は，距離と時間のみ数値で提供

していたが，平成14年4月26日からは経路を図示し，途

中通過する道の駅や市町村の情報を表示するようにした．

さらに，平成14年12月25日からは途中通過する峠や沿道

景観の情報まで提供できるようにした．この検索機能に

ついては，現在１日あたり2,500回以上使用されるまでに

なっている． 

 
図１ 北の道ナビ（http://northern-road.jp/navi/） 

 
３．ユーザー・アンケート調査 
 
（１）調査の概要 
 北の道ナビの利用状況等に関するアンケート調査を夏

期・冬期に実施した． 
（ａ）夏期アンケート 
 夏期アンケートは，「北の道ナビ」のホームページ上

で平成14年9月9日から11月4日まで約2ヶ月間実施した．

アンケートは，「北の道ナビ」の情報の利用状況や有用

性，実際に車で出かける場合の移動経路決定と情報の関

係等についてで全部で27の質問を設けた． 
 また，上記のWebアンケートの回答者のうち，距離と

時間検索の利用経験者に，追加アンケートを郵送で送り

回答してもらった．このアンケートでは，インターネッ

ト上で利用している距離と時間検索の結果と実際の移動

との関連等について全部で15の質問を設けた． 
 



 

 

（ｂ）冬期アンケート 
 冬期アンケートは，「北の道ナビ」のホームページ上

で平成15年2月14日から3月14日まで約1ヶ月間実施した．

アンケートは，「北の道ナビ」の情報の利用状況や有用

性，11月下旬から新たに提供し始めた「峠情報」につい

て，全部で20の質問を設けた． 
 この峠情報は，北海道内25の峠について，その長さや

標高，雪の期間，道路線形，道路画像や峠の天気予報等

の情報を一覧提供したものである．さらに，従来から提

供してきた距離と時間検索機能にこれらを組み合わせ，

出発地と目的地を指定して得られる結果検索ページに通

過する峠の情報を表示できるようにした． 
 
（２）調査の結果 
（ａ）夏期アンケート 
 夏期アンケートのうち，Webアンケートの有効回答数

は589で，男性が80％と圧倒的に多く，北海道内居住者

が77％であった．年代別では30代が36％と最も多く，20
代から40代までで全体の82％を占めていた． 
 Webアンケートの結果から，以下のようなことが明ら

かになった． 
・「北の道ナビ」を知ったきっかけは，「Yahoo!等の検

索ページ」が最も多い． 
・全般的に「観光・旅行・レジャー」用途で使われてお

り，特に道外居住者でその傾向が強い． 
・コンテンツの利用目的は，「道路情報」のほかに，

「距離と時間検索」や「観光情報の入手」が多い．特

に道外居住者は「観光情報の入手」の回答割合が高い． 
・北の道ナビでよく見るもの，役にたつものは「地図情

報」「距離と時間検索」「道路情報」が多い．一方，

「距離と時間検索」は充実の希望も多い(図２)． 
・回答者の約80％が満足しており，97％が今後も利用し

たいと回答している． 
・情報のナビゲーションは80％以上が満足しているが，

不満点の改善方法として「目的別インデックスを作成

する」という要望が多い． 
・回答者の約80％が距離と時間検索の利用経験があり，

観光目的での利用が多い． 
・移動経路を決定する際に重視する情報としては，「距

離」「所用時間」が多いが，「道の駅等の休憩施設」

をあげる回答も多い．また道外居住者では，「道路か

らの景色」や「観光地の有無」をあげる回答も多い

(図３)． 

 
図２ 北の道ナビでよくみるコンテンツ， 

役に立つコンテンツ，充実してほしいコンテンツ 
 

 
図３ 移動経路を決定する際に重視する情報 

 
 郵送による距離と時間検索アンケートは，Webアンケ

ートで距離と時間検索を利用したことがあると回答した

468名に送付して行った．有効回答数は171で，Webアン

ケートと同様に男性が86％と多く，北海道居住者が77％
であった．年代別では30代が41％と最も多く，20代から

40代で全体の86％を占めていた． 
 距離と時間検索に関するアンケートからは，以下のよ

うなことが明らかになった． 
・移動経路を調べる手段として，道内居住者は大部分が

「道路地図」を利用しているが，道外居住者は「パン

フレットやガイドブック等に記載されている地図」を

利用している割合が高い． 
・「距離と時間検索」の結果については，約半数が「検

索結果をメモまたは印刷して実際の移動時に利用し

た」と回答している． 
・「距離と時間検索」の結果ページへの追加情報として，

道外居住者は「景観情報」の利用意向が高い． 
・今後の利用端末機器として，「道の駅等の休憩施設に



 

 

設置したキオスク端末」および「インターネットに接

続可能な携帯電話」をあげる回答者が多い． 
（ｂ）冬期アンケート 
 冬期アンケート(Webアンケート)の有効回答数は207で，

男性が81％と圧倒的に多く，北海道内居住者が78％であ

った．年代別では30代が34％と最も多く，20代から40代
までで全体の87％を占めていた． 
 冬期のWebアンケートの結果から，以下のようなこと

が明らかになった． 
・回答者の半数以上が10年以上の運転経験を有し，88％
が北海道の冬道の運転経験を有している．また，ほぼ

毎日運転が60％以上で，峠道の運転は月１回程度が最

も多い． 
・冬期間の「北の道ナビ」の利用用途は，「観光・旅

行・レジャー」が最も多いが，夏期アンケートに比較

すると仕事(業務)の割合が増加していた．特に「峠情

報」でその傾向が強い． 
・コンテンツの利用目的は，「道路情報」や「距離と時

間検索」のほか，新たに提供した「峠情報」が多い．

一方，「観光情報の入手」は大幅に減少している． 
 
４．情報提供の効果 
 北の道ナビで提供する情報の効果について，以下のよ

うな結果が得られた． 
（ａ）夏期：距離と時間検索に関するアンケート 
・「距離と時間検索」の利用により，移動計画立案の効

率化に高い効果が認められるほか，運転時の安心感向

上について，特に道外居住者に高く評価されている． 
・「距離と時間検索」の利用により，「道の駅や観光施

設への立ち寄り機会が増える」という回答も50%以上

得られ，情報のナビゲーション機能としての北の道ナ

ビの有効性が裏付けられた(図４)． 

 

図４ 距離と時間検索の利用効果 

 
（ｂ）冬期アンケート 
・「北の道ナビ」が冬期道路利用時の安全性や安心感を

向上させるのに役立つかどうかについては，全体の9
0％が「役立つ」と回答し，なかでも「道路情報」や

「峠情報」の寄与度が高い(図５)．また，すべての回

答者が今後も利用したいと回答している． 
・「峠情報」については，「峠の道路画像」や「峠の天

気予報」などのリアルタイム情報のほか，「峠の雪

(霜)の期間」も安全性や安心感の向上に役立つとする

回答が多い(図６)． 
 

 
図５ 北の道ナビの各種情報でで冬期道路利用時に 

安全性や安心感の向上に役立つもの 

 

 
図６ 峠情報で冬期道路利用時に 

安全性や安心感の向上に役立つもの 

 
 またCS(顧客満足度)分析の手法を用い，「峠情報」の

詳細コンテンツが冬期道路利用時の安全性や安心感を向

上させるためにどの程度役立つか（有用性）を質問し，

峠情報全体の評価との関連度合いから各コンテンツの改

善優先度を算出した． 
 この結果，北の道ナビ「峠情報」で提供される各種情

報の改善優先度は「峠の地形情報（標高や勾配など）」

が最も高く，次に「峠の天気」が続いていることが分か

った．一方，「峠の道路画像」などは改善不要であるこ

とが明らかになった(図７)． 
 
 



 

 

 
図７ 「峠情報」のCS(顧客満足度)グラフ 

 
５．まとめ 
 
 「北の道ナビ」について，夏期・冬期アンケート調査

を実施し，1)夏期には道外居住者を中心に観光目的の利

用が多く，2)冬期には仕事(業務)目的の利用が増えるこ

と，3)移動経路を決定する際に距離や時間のほかに道の

駅等の休憩施設の有無も重視されること，4)経路上の情

報提供の充実が求められていることなどを明らかにした．

また，5)夏期・冬期を通じて情報提供が安全性や安心感

の向上に役立つとされ，6)非常に高い利用満足度を得て

いることを明らかにした．さらに，7)経路上の道の駅等

の休憩施設の情報提供が立ち寄り機会増加にもつながる

との結果を得た． 
 以上より，「北の道ナビ」が夏期には旅行計画の策定

支援で適切な休憩時間確保等を促し，また冬期には適切

な経路選択や出発時間の調整などにより，安全性の向上

や安心感の増大に寄与していることが検証できた． 
 

６．おわりに 
 
 インターネットを活用した道路関連情報の提供は，道

路利用の安全性・快適性の向上や，地域の観光振興など

に非常に大きな潜在的効果を有している．今回の調査で

は，利用者ニーズの視点からそれらの一端を明らかにす

ることができた． 
 今後はさらにＣＳ調査の手法を用いてデータの分析を

深めるとともに，距離と時間検索データをより詳細に分

析して，情報検索と観光交通行動の関連などについて検

討していきたい．また今年度より，距離と時間検索を活

用した地域の情報発信サイトとの連携の取り組みを進め

ているので，情報提供が地域の活性化に及ぼす影響など

についても分析を加えたいと考えている． 
 最後に，アンケート調査の実施にあたっては，札幌総

合情報センター(株)の金村直俊氏にご尽力いただいた．

また，回答にご協力いただいた方々をはじめ，北の道ナ

ビの運営にご協力をいただいた「北海道道路情報化研究

会」の関係各位に厚くお礼申し上げる次第である． 
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付図A 北の道ナビのアクセス推移(週間データ) 


